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1 はじめに 

 

地球温暖化に伴い、2060 年代にはウンシュウミカ

ンの栽培適地が南東北まで北上すると推定されてい

る 5）。そこで、山形県庄内砂丘地における地球温暖

化の活用策として、カンキツ類の栽培の可能性を探

るために、被覆資材による越冬対策 1)及び収量性に

ついて検討した。 

 
2 試験方法 

 

（1）供試樹種及び品種 

 2010 年からスダチ‘本田系’、カボス‘大分 1 号’、 

ユズ‘多田錦’、ウンシュウミカン‘日南 1 号’、タ 

ンゴール‘西南のひかり’‘みはや’、タンゼロ‘ス 

イートスプリング’、福来ミカン、獅子ユズ、マイヤ 

ーレモン、ハナユなど 15 樹種及び品種・系統を供試 

した。 

（2）被覆資材による越冬対策 

栽植した 2010 年の 12 月から、被覆資材として、 

不織布（パスライト○Ｒ、ユニチカ(株)）または防風

ネット（規格：2 mm×2 mm）を用いて、樹全体を円

錐状に覆う被覆区と無被覆区を設けた。被覆期間は、

12 月から 4 月上旬までとした。積雪時は、適宜除雪

を行った。被覆資材の除去後の春期に落葉、葉枯れ、

枝枯れ程度などの調査を行った。 

（3）スダチの収量の年次変動 

   2010 年に栽植した樹種のうち、生育が比較的順調

に進んだスダチについて、収量の年次変動を調査し

た。2011 年から 2015 年までの収穫は、収穫盛期と

みられる時期に一斉に行ったが、果実の大きさや熟

度のバラつきが大きいことから、2016 年以降は 2Ｌ

果（25 g 程度）を中心に数回に分けて行った。 

 
3 試験結果及び考察 

 
（1）被覆資材による越冬対策 

栽植翌年の 2011 年春期の幼木において、被覆の 

有無で越冬状況を比較したところ、無被覆区では、

ほとんどの樹種で落葉、枝枯れが著しく、枯死した

（表 1、図 1A）。一方、被覆区（不織布）では、スダ

チ、カボス、ユズ、ウンシュウミカン、ハナユは、

葉枯れなどがやや見られたものの、越冬することが

できた（図 1B）。しかし、ライム‘タヒチライム’、

レモン‘ビラフランカ’と‘リスボン’、タンゴール

‘不知火’は、被覆区でも越冬できず枯死した。こ

のため、これらは耐寒性が低いと考えられた。 

カンキツ類の冬期の最低極温は、スダチ－6℃以 

上、ウンシュウミカン－5℃以上、レモン－3℃以上、

とされている 3 )。一方、試験を行った 2011 年の越

冬中の気象条件 2)は、日最低気温が－8.2℃、最大風

速 20.5 m/s であった。カンキツ類における落葉等の

寒害の要因の１つとして、冬期の強風の影響がある

が、樹体を網や寒冷紗等で被覆することにより、枝

葉のゆれが抑えられ、落葉防止効果が高いことが明

らかになっている 3)。そのため、被覆区でスダチな

どが越冬することができたのは、不織布の被覆によ

り低温時の強風の影響が緩和されたためと考えられ

た。 

樹齢 5 年生以上になると、樹冠の拡大に伴い、樹 

種によっては、不織布での被覆が資材の強度の点で

困難になったため、より頑丈な防風ネットを用いて

被覆を行った（図 2）。樹冠の拡大に伴い、2016 年の

初冬期から無被覆での越冬状況について調査を行っ

た。その結果、無被覆区においても、2017 年（9～

10 年生）の春期時点では越冬が可能であったため、

樹齢を経て耐寒性が高まった可能性が示唆された

（表 2）。なお、2017 年の越冬中の気象条件 2)は、日

最低気温が－6.3℃、最大風速 17.4 m/s であった。 

以上のことから、幼木時は、被覆資材による被覆 

作業が必須であると考えられ、樹齢を経ることで耐

寒性が高まり、被覆の必要性が低くなることが示唆

された。 

（2）スダチの収量の年次変動 

スダチの収量は、2011 年から樹冠の拡大に伴い徐 

々に増加し、2015年は 1樹当り平均 17.1 kgとなり、

2016 年には 40.8 kg に増加したが、翌年の 2017 年

は、前年対比 3 割程度まで減少し、隔年結果がみら

れた（図 3）。徳島県 6)、7)では、1 樹当りの基準収量

は 36.1 kg（83 樹/10 a、収量 3000 kg より換算）と

なっていることから、2016 年は着果過多であったと

推察された。そのため、今後、適正着果量を把握す

る必要がある。なお、果実品質は、香りが高く、暖

地産の果実の大きさや酸度などとほぼ同等であった

（データ省略）。 
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4 まとめ 

 
山形県庄内砂丘地において、カンキツ類

能性を検討したところ、冬期に不織布などで被覆す

ると、従来、示されている最低極温よりも低い温度

に遭遇しても、スダチ、カボス、ウンシュウミカン

などは越冬が可能であった。特に、

は、越冬性

内砂丘地における
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